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ニュース・情報 

お寄せください。 

 

 

 

１）高齢者が楽しみながら 

健康維持できる推進事業         

２）歴史と自然を守り 

伝統文化の伝承 

３）住民どうしのつながりと 

   安全・安心なまちづくり 
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２０２５年（令和７年）春の交通安全運動 

 

●期 間：令和７年４月６日（日）～１５日（火） 

     

●交通事故死ゼロを目指す日：４月１０日（木） 

 

●目 的：(1)交通安全思想の普及・浸透を図る 

      (2)交通ルールの遵守と正しい交通マナー 

実践を習慣付ける 

      (3)道路交通環境の改善に向けた取組を推進 

する 

(4)交通事故防止を徹底する 

 

『ＯＭＯ８フェス』開催のご案内 
 
〇日  時：令和７年４月２６日（土） 

午前１０時００分～ 

 

〇場  所：大島診療所前広場 

（雨天時：大島交流センター） 

 

〇催 し 物：川東中学校吹奏楽部による演奏 

      浜っ鼓★弾★ＤＡＮによる演舞 

 

〇おもうまマルシェ：フリーマーケット 

いりこ飯、鯛めし、ロコモコ丼、焼きそば、 

唐揚げ、おかずセット、フランクフルト、 

飲み物他 

 

 〇連絡先：大島交流センター ☎４５－１００６ 

  

〇共 催：大島まちづくり推進委員会 

 

納期限のお知らせ 
 

４月３０日（水） 
固定資産税・都市計画税 

【全 期・第１期】 
 

期限内に納付をお願いいたします 

 

 

 

 

 

 

１日（火）  辞令交付式 

  ２日（水）  館長部会・主事部会・主事補部会 

  ５日（土）  島カフェ 

  ７日（月）  新旧理事会 

  ８日（火）  小学校入学式 

８日（火）  小・中学校始業式 

９日（水）  中学校入学式 

 １１日（金）  市公連総会、歓送迎会 

 １２日（土）  島カフェ 

 １８日（金）  職員研修部会 

 １８日（金）  だれでも食堂 

２６日（土）  OMO８フェス 

２６日（土）  大島連合自治会会長会 

 ２９日（火）  昭和の日：休館日 
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第５８回にいはま春の市民文化祭について 
 

第５８回にいはま春の市民文化祭を次の日程で行います。 

ぜひご来場ください。 

 

芸能の部（入場無料） 

第１部  ４月  ６日（日） １３：００～  

筝曲、民謡、剣詩舞、郷土芸能、器楽、洋舞、和太鼓 

第２部  ４月 １２日（土） １３：００～  

器楽、吟詠、尺八、筝曲、管楽器アンサンブル 

第３部  ４月 １３日（日） １３：００～  

よさこい、日舞、ハーモニカ、フラダンス、吟詠、能楽 

第４部  ４月 ２０日（日） １４：００～ 

新居浜市民吹奏楽団 スプリングコンサート 

※各公演、開場は開演３０分前となります。 

場 所  新居浜市市民文化センター 大ホール 

 

 

美術の部（入場無料） 

会 期  ４月６日（日）～１３日（日） ９：３０～１７：００ 

※会期中は休館日なし 

書道・日本画・洋画・工芸（陶芸・美術工芸・彫塑立体）・写真 

デザイン・版画・絵手紙・文芸（短歌・俳句・川柳）・華道 

場 所  あかがねミュージアム 

【イベント】 

・お茶会  ４月６日（日）１０：３０～１５：００  呈茶料 ５００円 

・缶バッジ作りワークショップ（あかがねミュージアム運営グループ主催） 

     ４月 ６日（日）１３：００～１５：００ 

       ４月１２日（土）１０：００～１２：００ 

       ４月１３日（日）１０：００～１２：００ 

 

※会期中は、芸能の部・美術の部にお越しの方、毎日先着順でオリジナルグッズ（缶バッチ等）をプレゼント‼  

 

 

大
島
の
伝
説 

 
「
幽
霊
の
片
袖
由
来
」 

 
 

誓
立
山
正
覚
院
願
行
寺 

浄
土
宗 

 

こ
の
片
袖
は
、
元
禄
の
頃
、
当
浦
に
喜
ヱ
門
と
申
す
漁
師

あ
り
。
女
房
を
菊
と
い
い
、
女
子
一
人
あ
り
て
五
才
に
相
成

り
に
け
り
。
然
る
に
い
つ
し
か
喜
ヱ
門
心
か
わ
り
、
外
に
女

あ
り
て
菊
に
は
つ
ら
く
あ
た
り
、
罪
な
き
女
房
を
離
縁
に
お

よ
び
、
彼
の
女
を
後
妻
に
入
れ
ぬ
。
こ
の
者
け
ん
ど
ん
邪
見

に
て
、
第
一
継
子
を
に
く
み
、
夫
も
い
つ
し
か
傾
き
て
、
夫

婦
と
も
娘
を
敵
の
如
く
、
つ
め
り
つ
、
た
た
き
つ
、
其
の
上

終
に
は
朝
夕
の
も
の
も
い
た
さ
せ
ず
、
子
は
つ
ら
さ
の
あ
ま

り
や
せ
お
と
ろ
え
泣
く
泣
く
菊
の
家
に
行
く
こ
と
度
重
な
り

さ
な
ぎ
だ
に
ね
た
ま
し
く
思
う
折
な
れ
ば
、
大
い
に
夫
婦
を

う
ら
み
終
に
は
も
の
思
い
と
な
り
て
相
果
て
け
り
。
彼
の
娘

は
頼
り
に
思
う
母
に
後
れ
、
両
親
に
は
に
く
ま
れ
、
つ
ら
さ

の
余
り
八
才
の
時
こ
わ
さ
も
い
と
わ
ず
菊
の
墓
所
に
夜
な
夜

な
泣
き
に
行
く
こ
と
あ
わ
れ
や
。 

 

或
夜
母
の
亡
魂
あ
ら
わ
れ
け
れ
ば
、
娘
は
取
り
付
き
、
嬉

し
泣
き
に
と
泣
き
し
ず
む
。
母
は
我
が
子
を
な
で
さ
す
り
、

我
が
言
う
こ
と
を
子
心
に
も
忘
れ
な
よ
、
家
に
帰
れ
ば
終
に

は
、
毒
害
に
あ
う
程
に
壇
寺
を
頼
み
て
尼
に
な
り
、
母
な
き

後
と
む
ら
い
く
れ
よ 

我
が
片
袖
を
つ
か
わ
す
間
、
母
と
思

い
て
悲
し
き
時
は
出
し
て
見
よ
。
此
処
に
き
て
も
是
ぎ
り
に

て
我
は
姿
を
あ
ら
わ
さ
ぬ
、
今
が
誠
の
別
れ
ぞ
よ
、
可
愛
の

我
子
よ
、
い
と
お
し
の
身
の
果
や
、
と
抱
き
付
き
泣
き
あ
か

す
こ
と
あ
わ
れ
や
、
程
な
く
八
声
の
と
り
も
な
く
、
さ
ら
ば

と
ば
か
り
か
き
消
す
如
く
失
せ
に
け
り
。 

 

娘
は
そ
れ
よ
り
当
寺
の
戒
を
受
け
、
道
心
堅
固
に
し
て
、

其
の
片
袖
を
当
寺
に
寄
付
し
、
母
の
ぼ
だ
い
の
外
、
他
事
な

く
其
の
功
徳
に
よ
り
て
菊
は
ね
は
ん
浄
土
に
浮
み
、
法
尼
も

七
十
三
才
に
て
往
生
と
け
お
わ
ん
ぬ
、
其
の
片
袖
で
ご
ざ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
原
文
の
ま
ま
） 

 

 

 


